
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 11 月 1 日 

社会福祉法人からしだね 

足立区立青井保育園 
 

看護師 

朝夕の風が冷たくなって、本格的に秋！ １日の寒暖の差が激しく、服装選びも大変!! 先日発表の 

長期予報では、この冬は暖冬だとか…。でも季節は確実に進んでいます。からだが寒さに慣れていな

いこの時季、カゼなど体調を崩しやすくなります。まずは、食事や睡眠をしっかりとるなどの基本の

生活習慣を整え、丈夫な体作りを心がけましょう。 

 

 

今年も感染症流行の季節がやってきました。 

うつらない・うつさないが基本の感染症！ 

感染症のことを知って・思い出して 

冬に向けて、さぁ準備をはじめましょう！ 

カゼのウィルスが体に入ってくると、脳が体温を上げる指令を出すため熱が出ます。 

ウィルスが悪さをしているというより、体の防御反応として“発熱”しているのです。 

それは、悪さをする病原体と戦う“免疫細胞”は、 

温度が高い方がその働きが良い、有利になると言われています。 

 ＊“免疫細胞”の戦いを応援しよう！ ⇒ 無理をせず、休養を！ 

 ＊ 高熱に注意！ ⇒ 体力を奪われないように、必要に応じた解熱剤の使用や受診を！ 

 

＊予防のためにできること …  

家族みんなで協力して、カゼのウィルスを持ち込まないようにしましょう。 

 

・手洗い  流水とせっけんで、こまめに、丁寧に、洗いましょう。 

・うがい  歯みがきで口の中をきれいにすることも効果的です。 

・人ごみを避ける  出かける時間帯や曜日を工夫してみましょう。 

＊生活の中で気をつけること … 生活リズムや温度差に気をつけて!! 

 

・夜更かし  夜更かしが続くと疲れがたまって、免疫力が低下します。 

・湯ざめ  お風呂上がりは髪をしっかり乾かして、暖かい服装ですごしましょう。 

・衣服の調節  汗をかいていたらすぐに着替えをしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屈折検査      

＊きちんとピントが合っているか？（ 正視 ） 

＊ピントが合っていない場合、その種類と程度は?（ 近視・遠視・乱視 ） 

実施予定 

      11月 1７日（金）15：00～ ５・４・３歳児 

      12月  ８日（金）15：00～ ２・１歳児 

 

 

そのため、むし歯の“ある人とない人”が 

回し飲みしたり、箸やスプーンを共有すると、 

唾液と一緒に“むし歯菌”が移動する 

ことがあるため、注意が必要です。 

でも、“むし歯菌”が口の中に入ったから 

といってすぐにむし歯になるわけでは 

ありません。 

 

“むし歯菌”がいるのは歯垢の中なので 

空気感染はしません。 

それでも、感染することがあります。 

口の中の歯垢にいる“むし歯菌”が 

食べ物に含まれている糖質を 

エサにして“酸”を作りだし 

その“酸”で歯の表面を溶かすと 

むし歯になってしまいます。 

乳歯の大切な役割に『噛むこと』があります。 

食べ物をよく噛む機能を育てることで  

＊永久歯を正しく生える位置に導くこと 

       顎を発達させて、永久歯の生えるスペースを確保し、歯並びをよくする 

＊脳の発達を助けること 

       噛む刺激によって、脳への血流が増えて働きが活発になる 

＊話す時に正しく発音すること 

       口の周りの筋肉が発達することで、ハッキリと発音することができる 

＊味覚を育てること 

       食べ物の硬さや歯ごたえを感じて、しっかりと味がわかる 

＊口の中を清潔にすること 

       唾液がたくさん出て、口の中の食べカスや細菌を洗い流す 

 

 

 

 

 

子どもの健康な歯は大人のサポートから !! 

子どもの健康な口と歯を保つには、大人のサポート が必要です。 

乳幼児期に、食生活や正しい歯みがきをはじめとして、 

定期的に歯や口の中の状態をチェックする習慣をつけることが大切になってきます。 

健康な歯で一生過ごせるように、まずは大人が子どもの歯の健康づくりに留意し、 

乳幼児期の健康乳歯をしっかりとケアしましょう。 

 


